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JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

伝
統
を
継
承
し
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

住
吉
大
社
御
田
植
神
事

ス
イ
カ
で
熱
中
症
対
策

住
吉
大
社
初
辰
ま
い
り

に
移
動
販
売
初
出
店

　

8
月
10
日（
月
）住
吉
大
社
の「
初
辰
ま
い

り（
初
辰
祭
）」に
、移
動
販
売
車
と
テ
ン
ト
の

ブ
ー
ス
を
出
店
し
ま
し
た
。初
辰
ま
い
り
は
、

毎
月
最
初
の
辰
の
日
に
４
つ
の
末
社
を
巡
拝

し
商
売
等
の
発
達
を
祈
願
す
る
も
の
で
、境

内
に
は
様
々
な
露
店
・
屋
台
が
並
び
ま
す
。

ブ
ー
ス
は
1
番
目
に
お
参
り
す
る
種
貸
社
の

横
に
設
置
さ
れ
、新
鮮
な
農
産
物・加
工
品
を

販
売
し
ま
し
た
。初
辰
ま
い
り
へ
の
出
店
は

初
め
て
で
し
た
が
、今
後
も
他
の
移
動
販
売

の
日
程
等
も
考
慮
し
な
が
ら
継
続
し
て
行
う

予
定
で
す
。

熱中症対策として職員が切り分けた大玉ス
イカが無料で振舞われ、参拝者は喉を潤し
ながら、陳列された商品を眺めていました。

　

 

Ｊ
Ａ
大
阪
市
支
部
長
代
表
協
議
会
は
、7

月
24
日（
金
）、大
阪
市
天
王
寺
区
の
料
亭「
天

王
殿
」に
て
講
演
会
を
開
催
。支
部
長
49
名
お

よ
び
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。講
演

会
は
、タ
レ
ン
ト
の
山
田
雅
人
氏
を
講
師
に

招
き
、『
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
の
い
ち
ご
農

家
の
物
語
』を
テ
ー
マ
に
語
ら
れ
ま
し
た
。有

名
な
い
ち
ご
産
地
が
、東
日
本
大
震
災
に
よ

る
壊
滅
的
な
被
害

を
乗
り
越
え
て
、「
い

ち
ご
団
地
」と
し
て

奇
跡
的
な
復
活
を

遂
げ
た
実
話
を
元

に
し
た
内
容
で
す
。

　

講
演
会
終
了
後
に
は
懇
親
会
も
行
わ
れ
、

支
部
間
の
情
報
交
換
と
支
部
長
相
互
の
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
大
阪
市
女
性
会
は
、7
月
28
日（
火
）

本
店
に
て
親
子
料
理
教
室『
ベ
ジ
ッ
子Cafe!

夏
』を
開
催
し
ま
し
た
。夏
・
冬
・
春
休
み
の

年
3
回
の
企
画
で
、「
次
世
代
へ
の

食
農
教
育
」と
し
て
子
ど
も
達
に
市

内
産
の
農
作
物
を
知
っ
て
も
ら
い
、

料
理
体
験
を
通
し
て
食
に
つ
い
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
す
。毎
年
お
弁
当
作
り
を
し
て

い
ま
し
た
が
、今
年
は
カ
フ
ェ
メ

ニ
ュ
ー
に
挑
戦
で
す
。

　
今
回
は
、小
学
生
と
そ
の
保
護
者

21
名
が
参
加
。西
川
昇
子
会
長
を

は
じ
め
女
性
会
役
員
９
名
が
調
理

を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、夏
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
使
っ
た
キ
ー
マ
カ
レ
ー
な

ど
の
４
品
を
作
り
ま
し
た
。調
理
が

　

7
月
4
日（
土
）営
農
促
進
セ
ン
タ
ー
に
て
、

食
農
応
援
事
業
イ
ベ
ン
ト『
親
子
で
農
業
体

験
』を
開
き
、24
名
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、田
畑
の
農
作
物
に
触
れ
る

こ
と
で
、地
域
農
業
に
愛
着
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
年
2
回
開
催
し
て
お
り
、

毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
に
し
て
い
る

地
域
の
ご
家
族
が
沢
山
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
２
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

夏
野
菜
の
収
穫
を
体
験
。そ
の
後
の
田
植
体

験
で
は
、親
子
共
に
田
ん
ぼ
に
足
を
入
れ
て
、

懸
命
に「
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」の
苗
を
植
え
付
け
ま

し
た
。イ
ベ
ン
ト
に
は
前
年
度
の
中
途
採
用

職
員
や
今
年
度
の
新
入
職
員
も
参
加
し
、参

加
者
ら
を
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、自
ら
も
田

植
え
や
野
菜
の
収
穫
を
行
っ
て
農
業
と
触
れ

合
い
ま
し
た
。

　

６
月
14
日（
日
） 

、住
吉
大
社
で『
御
田
植

（
お
た
う
え
）神
事
』が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
で
行
わ
れ
る
御
田
植
祭
り
の
中

で
も
住
吉
大
社
は
規
模
が
大
き
く
、日
本
三

大
御
田
植
祭
り
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、１
８
０
０
年
以
上
続
く
神
事
で
あ
り
、

古
来
の
稲
作
や
儀
式
の
姿
を
そ
の
ま
ま
に

残
す
行
事
と
し
て
、国
の
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

住
吉
大
社
境
内
に
あ
る
御
田（
お
ん
だ
）

は
、地
元
の
農
業
従
事
者
で
構
成
さ
れ
た

「
御
田
講
」が
田
起
こ
し
や
代
掻
き
な
ど
田

植
の
前
準
備
、日
々
の
管
理
と
稲
の
育
成
、

稲
刈
り
と
い
っ
た
、御
田
に
ま
つ
わ
る
多
く

の
農
作
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。田
植
え
を
行

う
者
は「
奉
仕
者
」と
呼
ば
れ
、農
業
従
事
者

で
あ
る
組
合
員
の
皆
さ
ん
と
そ
の
家
族
に

加
え
、Ｊ
Ａ
の
役
職
員
も
毎
年
参
加
。伝
統

継
承
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。　　
　

　

神
事
の
当
日
、御
田
講
の
代
表
で
あ
る
講

元
の
濵
田
孝
さ
ん（
住
吉
支
店
組
合
員
）が

第
一
本
宮
で
行
わ
れ
た
本
殿
祭
で
、豊
穣
・

神
事
の
無
事
を
祈
願
。祭
儀
の
参
加
者
ら
と

共
に
御
田
ま
で
行
進
し
た
後
、御
田
の
中
央

の
舞
台
に
て
御
神
水
が
御
田
の
四
方
に
注

ぎ
清
め
ら
れ
、植
女
か
ら
替
植
女
へ
早
苗
の

授
受
が
行
わ
れ
る
と
、い
よ
い
よ
田
植
え
の

始
ま
り
で
す
。田
植
え
が
行
わ
れ
る
間
、舞

台
や
御
田
の
周
囲
で
は
、歌
や
雅
楽
の
調
べ

に
合
わ
せ
て
次
々
と
舞
や
踊
り
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。雨
乞
い
祈
願
や
虫
追
い
な
ど
、

神
事
に
て
奉
納
さ
れ
る
舞
や
芸
事
に
は

様
々
な
意
味
や
由
来
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。約
２
時
間
に
か
け
て
植
え
ら
れ
た
苗
は
、

御田植神事に参加した
住吉・住之江・茨田支店の組合員の
皆さんとJA大阪市の役職員

採
れ
た
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
舌
鼓

親
子
で
農
業
体
験

ミニトマト・キュウリなどの夏野菜を収穫
する子ども達。収穫した野菜は、袋一杯に
詰め込んで持ち帰りました。　　　

山
田
雅
人
氏 

い
ち
ご
農
家
を『
語
る
』

支
部
長
代
表
講
演
会

今
年
は
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
に
挑
戦

ベ
ジ
っ
子 Cafe ！

夏

講演会は、山田氏の感情に訴えかける演
技も相まって、参加者に大きな感銘を与え
ました。

最後に西川光明会長より
花束が贈られました。

包丁の使い方を教わりながら、真剣な面
持ちで、ピーマンのみじん
切りをする子ども達。

御
田
講
の
管
理
の
も
と
育
て
ら
れ
、
10
月
の

『
宝
之
市
神
事
』に
て
稲
穂
を
刈
り
取
ら
れ
、

五
穀
と
と
も
に
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

住吉支店

住之江支店

茨田支店

終
わ
れ
ば
楽
し
い
試
食

タ
イ
ム
で
す
。カ
フ
ェ

メ
ニ
ュ
ー
ら
し
く
ワ

ン
プ
レ
ー
ト
に
盛
り

付
け
ら
れ
、色
と
り

ど
り
の
た
っ
ぷ
り
野

菜
で
と
て
も
華
や
か
な

仕
上
が
り
。子
ど
も
向
け
に
辛
み
を
抑
え
た

キ
ー
マ
カ
レ
ー
は
、し
っ
か
り
炒
め
て
焦
げ

目
を
入
れ
た
夏
野
菜
の
香
ば
し
さ
が
食
欲

を
誘
い
ま
す
。い
つ
も
と
ち
ょ
っ
と
違
う
カ

レ
ー
を
、皆
で
楽
し
く
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
企
画
で
は
毎
回
試
食
後
に
、物
作
り

や
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。今
回

は
、暑
さ
を
吹
き
飛

ば
そ
う
と
、オ
リ
ジ

ナ
ル
の
う
ち
わ
づ
く

り
に
挑
戦
。白
紙
の

う
ち
わ
に
、イ
ラ
ス

ト
を
描
い
た
り
、

シ
ー
ル
や
コ
ッ
ト
ン

の
ポ
ン
ポ
ン
な
ど
の

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

付
け
る
な
ど
、個
性

が
光
る
自
分
だ
け
の

作
品
に
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。

手作りうちわで夏の暑さを吹き飛ばそう！
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JA大阪市の活動やイベントをレポート！ ニュース

組織活動には、「技術部会」など農家を中心とした組織の他
「女性会」「年金友の会」などがあり、

多くの組合員さんが様々な立場で活動しています。

ＪＡ大阪市 組織活動

長
吉
支
部

  
視
察
研
修

  （
岐
阜
県 
長
良
川
温
泉
）

6月16日（火）
参加者15名

技術部会   長吉支部（石田 祐也 支部長）

茨
田
支
部

  

押
し
花
プ
リ
ン
ト

  

講
習
会（
講
師 

壱
東
ひ
ろ
み 

氏
）

6月12日（金）
参加者17名

 女性会  茨田支部 （西尾 眞喜子 支部長）

巽
支
部

  

浴
衣
の
着
付
け
講
座

  （
講
師　

中
田
有
香 

氏
）

6月25日（木）
参加者5名

 女性会  巽支部 （宮脇 玲子 支部長）

東
住
吉
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
和
歌
山
県 

民
宿
松
林
）

7月13日（月）
参加者25名

 女性会  東住吉支部 （山野 寿子 支部長）

住
吉
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
和
歌
山
県 

月
化
粧
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
）

7月23日（木）
参加者24名

 女性会  住吉支部 （山本 政子
 支部長）

平
野
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
京
都
府 

夕
日
ヶ
浦
）

 女性会  平野支部 （小沢 美津子 支部長）

7月24日（金）
参加者23名

大
阪
市
な
に
わ
の
伝
統
野
菜
の
農
産
物
サ
ン
プ
ル

大
阪・関
西
万
博
展
示
品
を
四
天
王
寺
大
学
に
寄
贈

J
A
の
事
業
を
学
び
職
員
と
も
交
流

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

広報に届いた写真をご紹介

東
淀
川
支
部

  

納
涼
日
帰
り
旅
行

  （
和
歌
山
県 

農
園
紀
の
国
）

7月27日（土）
参加者24名

 女性会  東淀川支部 （西川 昇子 支部長）

　
８
月
18
日（
火
）本
店
ホ
ー
ル
に
て
、大
学

生
20
名
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
し
た
。ま
ず
は
、当
Ｊ
Ａ
の
事
業
内
容

や
取
り
扱
う
金
融
・
共
済
商
品
な
ど
の
説
明

を
人
事
担
当
か
ら
受
け
た
後
、Ｊ
Ａ
商
品
の

提
案
に
つ
い
て
、Ｊ
Ａ
職
員
も
交
え
て
話
し

合
い
な
が
ら
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
実
施
。

　

Ｊ
Ａ
職
員
と
の
意
見
交
換
会
も
開
催
さ

れ
、学
生
達
は
、入
組
の
動
機
や
、就
職
後
の

資
格
・
研
修
制
度
な
ど
、積
極
的
に
質
問
し

て
い
ま
し
た
。学
生
達
か
ら
は「
職
員
と
の

話
を
通
し
て
、仕
事
の
内
容
だ
け
で
な
く
職

場
の
雰
囲
気
も
イ
メ
ー

ジ
で
き
た
」「
Ｊ
Ａ
の
具

体
的
な
仕
事
を
学
べ
、業

界
・
業
種
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
」と
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
９
月
18
日（
金
）当
Ｊ
Ａ
の
産
学
連
携
先

で
あ
る
四
天
王
寺
大
学
に
て
、大
阪
・
関
西

万
博
で
実
際
に
展
示
さ
れ
て
い
た
大
阪
市

な
に
わ
の
伝
統
野
菜
の
農
産
物
サ
ン
プ
ル

の
寄
贈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。万
博
閉
幕
後
、

展
示
さ
れ
た
サ
ン
プ
ル
は
、制
作
見
本
の
提

供
に
協
力
し
た
大
阪
府
下
の
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｊ
Ａ
に
引
き
継
が
れ
、当
Ｊ
Ａ
に
は「
天
王

寺
蕪
・
田
辺
大
根
・
金
時
人
参
・
勝
間
南
瓜
・

難
波
葱
」の
５
点
を
頂
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、

万
博
の
展
示
物
と
い
う
こ
と
で
学
生
た
ち

が
興
味
を
持
ち
、大
阪
独
自
の
農
産
物
を
知

る
き
っ
か

け
に
な
れ

ば
と
、
今

回
の
寄
贈

と
な
り
ま

し
た
。

特
殊
詐
欺
対
策
＆
生
成
A
I
を
学
ぶ

ス
マ
ホ
教
室

　
８
月
３
日（
月
）と
31
日（
月
）、本
店
に
て

『
Ｊ
Ａ
大
阪
市
ス
マ
ホ
教
室
』を
開
催
。３
日

は「
ス
マ
ホ
の
詐
欺
対
策
」と
し
て
、詐
欺
被

害
対
策
に
向
い
た
機
能
や
よ
く
あ
る
特
殊

詐
欺
の
手
口
を
学
び
ま
し
た
。
31
日
は「
は

じ
め
て
の
生
成
A
I
」を
テ
ー
マ
に
、練
習

用
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
い
、講
師
の
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
、挨
拶
文
の
作
成
・

健
康
を
考
え
た
レ
シ
ピ
提
案
・
日
常
に
役
立

つ
活
用
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。参
加
者
か

ら
は「
生
成
Ａ
Ｉ
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
た

け
ど
、や
っ
て
み
る
と
便
利
で
楽
し
か
っ

た
」「
今
度
は
画
像
の
生
成
な
ど
も
や
っ
て

み
た
い
」な
ど
の
声
が
あ
り
、次
の
ス
テ
ッ

プ
を
学
ぶ
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
年
明
け
に
も
開
催
予
定
で
、参

加
者
の
学
び
た
い
こ
と
を
聞
き
取
り
な
が

ら
講
義
内
容
を
決
め
て
い
き
ま
す
。 教室終了後には個別相談時間が設けられ、

参加者は自身のスマホについて講師に相
談していました。

四天王寺大学の図書館で、伝統野菜の解
説パネルとともにガラスケースに展示さ
れている、万博で展示されたサンプル。

須原学長へサンプルを
手渡す田中組合長。

アンパンマンたちと握手会

例示された顧客の各年代でのライフイベ
ントを考え、どのようなJA商品を提案でき
るかをグループで話し合い、発表しました。

　

Ｊ
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人
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産
品
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大
阪
産
農
産
物
32
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類
の
サ
ン
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ル
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示
を
お
こ
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い
、多
く
の
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。
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品
目
の
内
、５
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類
の
野
菜
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提
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「2025大阪・関西万博」で展示された、大阪市なにわの伝統野菜の農産物サンプル

万博で展示されていた、大阪産農産物32種類
のサンプルたち。パビリオン２階の展示ス
ペースには、食育イベントや料理教室としても
利用できる調理場があり、大型の体験型イベ
ントが開催されました。



●募集するみどり農園   (1区画：20㎡） 
農園番号

F103号
F104号
F105号

区画数

39
42
52

所在地（地番）

住吉区苅田8-14付近
住吉区苅田5-12付近
住吉区苅田5-10付近



お知らせ

11　JA大阪市 MOE　2026年 秋号
JA大阪市 MOE　2026年 秋号　10

11月は「大阪府ヘイトスピーチ
　  解消推進条例」啓発推進月間

のお知らせのお知らせ

　『申込書』に処理希望の内容を記入し、営
農促進センターまたは各支店に提出してくだ
さい。申込書は、営農促進センターと各支店
にご用意しています。

　申込された方に後日ご連絡します。

　※ご利用の各支店へお問い合わせください。

各支店（営農担当者まで）
営農促進センター
2027年1月予定

申込方法

回収場所

申込締切

回収日時・処理費用

　自然環境の保全、管理不全による周辺住
民や管理者の事故などを防ぐため、農薬の
管理や破棄には十分な配慮が必要です。
　JA大阪市では、組合員の皆様が処分に
困っている不用農薬の適正処分を受け付
けています。処理業者に依頼するために有
料となりますが、希望され
る方はご利用ください。

農薬の処分にお困りの
組合員の皆様へ

不用農薬処分受付不用農薬処分受付

受託いたします受託いたします
田植作業（機械植）田植作業（機械植）

※10a以下は、10a料金となります。
※苗代金は含みません。
※利用料には、機械利用料・機械運搬料・機械燃
料代・作業代を含みます。

JA大阪市の農家組合員
10aあたり14,300円（税込）

申込期間

対 象 者
利 用 料

2026年 12月15日（火） まで

  令和

9年度

　JA大阪市は、農作業の労力軽減のため、
田植作業（機械植）の受託作業を
行っています。今年度は62件
（総面積82,578㎡）のご依頼
をいただきました。

理事の職務遂行にかかる
情報提供窓口のご案内

一般苦情相談窓口
　当組合の業務に関する一般的な苦情については、
別途窓口を設置しておりますのでご利用ください。
封書だけでなく、お電話でも受け付けております。

郵送先

　当組合理事の職務遂行にかかる情報を組

合員から広く収集するため、監事会に情報提

供を受ける窓口を設置しています。

郵送・連絡先　　　　　　　〒547-0004  
大阪市平野区加美鞍作２－２－１
  大阪市農業協同組合 本店
　  リスク管理部　コンプライアンス課 宛

　   TEL. 06-6793-8701

　組合員の皆様からの情報提供を受けて、監事監
査の実効性を高め、健全な組合の発展に尽力して
まいります。理事の職務遂行の上で気になる行為
がありましたら、住所・氏名を記載の上、封書にて
ご連絡をお願いいたします。
※ご好意による情報提供であっても、誹謗・中傷に類似する内
容のものは受付いたしかねますので、ご了承ください。

茨田支店
東淀川支店

JA大阪市 ホームページアドレス　
https://www.ja-osakashi.or.jp/

本店資産管理相談課
（組合員相談センター）

営 農 促 進 センター

直売所おいで～菜平野店

☎06-6791-3901

☎06-6700-6111

☎06-6702-7739

☎06-6793-8701
☎06-6758-0521
☎06-6791-0546
☎06-6702-0852
☎06-6701-7500
☎06-6691-0293
☎06-6681-4174
☎06-6709-2255

本 店
巽 支 店
加 美 支 店
平 野 支 店
東住吉支店
住 吉 支 店
住之江支店
長 吉 支 店

☎06-6912-1000
☎06-6328-4567

「地域と歩もう 未来に向けて  次代につなごう 協同の力」

◆ 組合員数

◆ 職 員 数

（令和8年8月末現在） 2,883億7,113万円
817億0,828万円
5,449億2,321万円
92億8,869万円

5,456万円

958名
19,112名
227名

◆ 貯金残高
◆ 貸出金残高
◆ 長期共済保有高
◆ 年金共済保有高
◆ 購買品供給高

正組合員
准組合員

《主催 ・開催場所》  公益財団法人 平野区画整理記念会館 　  
　　　　大阪市東住吉区中野2-7-16　TEL.06-6702-0513　FAX.06-6702-0519　  https://kinen100.wixsite.com/kinen

申込方法

実りの秋を楽しみながら健康な体づくり
おいしく食べて美しく 栄養士・ダイエットコーチ ●吉田理江

■ ハクサイ
　ハクサイには、ビタミンCが豊富に含まれています。ビ
タミンCはコラーゲンの生成に欠かせない栄養素です。
また、ハクサイに含まれる豊富な水分は、肌の潤いを体
の内側からサポートし、乾燥による肌荒れを防ぐ効果
が期待できます。
　ハクサイは加熱すると甘さが増すとともに、たくさん
の量を食べられるのも魅力です。ハクサイと豚肉の重ね
煮や、ハクサイたっぷりの鍋料理がお薦めです。

■ リンゴ
　リンゴには、ポリフェノールや食物繊維が豊富に含ま
れています。リンゴに含まれるポリフェノールには強い
抗酸化作用があるため、アンチエイジング効果が期待
できます。また、食物繊維は腸内環境を整える働きがあ
ります。腸内環境が整うと肌荒れや吹き出物など、肌の

不調を防ぐ効果も期待できます。
　皮にはポリフェノールやビタミンCが多く含まれるた
め、皮ごと食べると良いでしょう。焼きリンゴにすると体
も温まります。

■ ブリ
　ブリには、オメガ3脂肪酸やビタミンD、ビタミンB群
が豊富に含まれています。オメガ3脂肪酸は肌の細胞膜
を強化し、水分の蒸発を防ぐバリア機能を高める働き
があるので美肌になりたい人にお薦めです。また、ビタミ
ンDは肌の新陳代謝を促進し、冷えによる肌のくすみや
乾燥を改善する働きもあります。照り焼きやしゃぶしゃ
ぶ、鍋料理などさまざまな調理法で楽しめます。 
　
　これらの栄養豊富な旬の食材を積極的に取り入れて、
体の内側から肌をケアしていきましょう。

会館窓口・チケットぴあ

本誌は、府内及び全国の一部JA（系統含む）、府内及び全国の主要図書館、関係団体、JA大阪市店頭において配布。また、JAグループ内で実施される広報誌コンクールへの応募も行っています。

　　　　　〒547-0004
大阪市平野区加美鞍作２－２－１

  大阪市農業協同組合 監事室
　  代表監事・常勤監事  中川 誠 宛

冬になると、乾燥や寒暖差により、かさつき、赤み、かゆみなどの不調を感じる
「ゆらぎ肌」に悩む方も多いのではないでしょうか。
今回は、冬の「ゆらぎ肌」対策にお薦めの食材を三つご紹介します。 

ヘイトスピーチゆるさへん！
　大阪府では、ヘイトスピーチをなくし、全ての人がお
互いに違いを認めあい、尊重しあう共生社会づくりを
めざしています。私たち一人ひとりが命の尊さや人間
の尊厳を認識し、全ての人の人権が尊重される豊かな
社会を築きましょう。

《お問い合わせ》  

 大阪府 府民文化部人権局 人権擁護課 
   人権・同和企画グループ    TEL. 06-6210-9282

豊臣時代の大坂城と城下町ー平野町を中心にー 浪曲寄席
　大坂城下町の広がりと、平野町の役割・くらし・にぎわいをひもとく！豊
臣秀吉が築いた大坂のまち。その中で形成された平野町に焦点をあて、
城下町の構造や人びとのくらし、経済活動の実態に迫ります。

笑いと涙の語り芸共演。

2026年 11月14日（土）
13：30開始（13：00開場）

開催日時 100名
1,100円料　金

定　員

2026年 12月6日（日）
12：30開演（13：00開場）
300名　　　   　
前売 2,000円/当日2,200円

開催日時

料　金

定　員

【浪曲師】虹友美、京山幸太、京山幸乃

【講師】仁木宏 氏 (大阪公立大学大学院文学研究科教授、大阪歴史博物館館長)



【主催】 大阪市農業フェア開催委員会  （構成団体：JA大阪市）　
【後援】  大阪市

開催日時

2026年 11月21日（土） 
            10：00～14：30
開催場所 長居公園 自由広場

（大阪市東住吉区）
《最寄駅》長居駅（大阪メトロ御堂筋線・ＪＲ阪和線）

大阪市農作物品評会大阪市農作物品評会出品のご案内出品のご案内

2026年 11月21日（土） 10：00～13：30
当日    8：00～9：00　会場で受付（時間厳守）

当日    9：45～12：00　※審査終了後一般公開

当日  13：00～13：30
    　　　　※表彰式は、後日開催予定。
　　　　　　  後日、受賞者の皆様にご案内いたします。

2026年 11月20日（金）まで
《申込・お問い合わせ》 
ご利用のＪＡ大阪市各支店へ。
品目別の出品単位など詳細は、
HPで確認またはお問い合わせ
ください。

　　　　　　　　　組合員の皆様方の栽培技術を競う場として、今年も農作物品評会が実施されます。
品評会は『大阪市農業フェア』を盛り上げるイベントの一つで、出品物は会場で即売されます。
手塩にかけて栽培された自慢の農産物を、ぜひこの機会に出品してください。 ※出品物の返却はできません。

開催日時

審 査
入賞発表

出品物搬入
申込期限

農業フェアと
同時開催！

長
居
駅

あ
び
こ
筋
地
下
鉄
御
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筋
線

J
R
阪
和
線

長
居
駅

駐車場

陸上競技場

球技場

障害者
スポーツ
センター

第２
陸上競技場

植物園

駐車場

長
居
公
園
東
筋

長居公園通

長居公園長居公園

自由広場

大
阪
市
農
業
フ
ェ
ア

大
阪
市
農
業
フ
ェ
ア
開催

●スケジュール●
10：00～

10：30～

10：30～

12：00～

12：20～

13：00～

13：45～

開会式
各コーナー販売開始（模擬店・花き苗・伝
統野菜・レンコン・バザー等)

JA大阪市女性会によるによる演芸披露

住吉大社奉納セレモニー
（品評会出品農作物を奉納します）

JA大阪市女性会による
河内音頭、民謡踊り（12：45まで）

品評会入賞者発表・審査報告（13：30まで）

品評会出品野菜の販売

市
内
の
農
産
物
や
模
擬
店
が
大
集
合
！

家
族
み
ん
な
で
、

大
阪
市
の「
農
」と
触
れ
合
お
う
！

ご来場プレゼント！

季節の花苗
   3号ポット1個 (パンジーなど）
【引換券配布】 9：30～（品評会テント前）
【引換】10：30～12：00（花配布コーナー）

つきたてのおもち 1パック
  【引換券配布】 9：20～（ステージ前）　

【引換】12：00～13：00（お餅コーナー）

大阪産ヒノヒカリ 1kg
  【引換券配布】 9：40～（ステージ前）　

【引換】13：00～14：00（花配布コーナー）

　先着200名様

　先着100名様

　先着100名様

（天候により一部内容が変更になる場合があります）

警察車両の
　 展示コーナーも
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